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県立上溝南高等学校長  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 
視 

点 

４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教育課
程 
学習指
導 

①-1本校のミッシ
ョン実現に向け
て、新しい教育課
程を実践するとと
もに、継続的な見
直しを図る。 

①-２ICTをはじめ
様々な教育資源を
利活用し、社会の
変化に対応でき
る、情報活用能力
や問題解決能力を
伸ばす学習支援を
行う。 
目指す生徒像や
生徒のニーズを
的確に捉え、組
織的で発展的な
授業改善のさら
なる推進を図
る。 

②行事運営を主体的
な学びの場に位置
付け実施する。 

①-1 現行教育課程
を改訂し、より
よい運用を図る
とともに、新校
の教育課程編成
方針について検
討を行う。 

①-2「授業力向上
推進重点校」と
して、令和８年
度の研究主題を
策定し、全職員
による授業改善
の取組を充実さ
せる。 

②生徒一人ひとり
が主体的に活動
し、より多くの
生徒が企画段階
から学校行事に
関われるよう支
援する。 

①-１現行教育課程の課
題を共有し、選択指導
や学習評価の方法につ
いて具体案を作成す
る。また、令和 13 年
度開校予定の新校の教
育課程編成に向け、情
報収集を行い、全職員
で知識を深める。 

①-2「エンゲージメン
ト」の視点や ICTの利
活用をふまえた研究主
題を策定し、研修会、
研究授業等全職員によ
る授業改善の取組を進
める。 

②学校行事において各組
織・係の担当職員およ
び生徒と連携を密に取
り、生徒の意見・発想
を生かした企画、運営
が行われるよう支援す
る。 

①-1 目指す生徒像や生
徒のニーズをふまえた
よりよい教育課程の運
用を行うことができた
か。また、新校の方針
案や新学習指導要領に
基づいた教育課程編成
に必要な知識を深め、
見通しをもって検討で
きたか。 

①-2 授業改善の取組を
より効果的に実施でき
たか。また効果を読み
取る評価方法を工夫
し、実際の効果を見と
ることができたか。 

②行事後の生徒振り返り
アンケートで、生徒が
主体的に行事に参加で
きたと感じているか。 

     

２ 
生徒指
導・支
援 

①個別支援の視点か
ら支援体制を構築
する。 
生徒の成長と変
容につながる交
通安全指導を推
進する。 

②部活動の一層の推
進と目標を明示し
主体的に取組む指
導を推進する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①-１ かながわ子
どもサポートド
ックの活用を定
着させ、全教職
員の共通理解の
もと、組織的か
つきめ細かな支
援体制を確立す
る。 

①-２ 地域の交通
実態に即した指
導を行い、青切
符導入を踏まえ
た交通ルール遵
守の意識を高
め、事故防止を
徹底する。 

②部活動の活性化
を図るととも
に、各部活動の
目標達成に向け
たプロセスを重
視し、生徒が試
行錯誤しながら
主体的に活動で
きるよう支援す
る。 

①-1 蓄積された支援デ
ータとSC・SSW等の
専門知見を活用し、校
内での情報共有を図る
とともに、外部機関と
密接に連携し「個に応
じた最適な支援」を実
践する。 

①-２ 定期的な啓発講
話や啓発を促す掲示
物、生徒による危険予
測学習を通して、青切
符制度を周知し、交通
ルール遵守の意識向上
を図る。 

②-1 新入生が部活動に
加入するプロセスを丁
寧に行うことで、定着
率の向上を図る。 

②-2 顧問と連絡を密に
し、生徒の主体的な活
動を支援する。また、
その成果や取組の過程
を把握する。 

①-1 データに基づいた
組織的支援により、支
援が必要な生徒を早期
に把握し、SC・SSW
や外部機関と連携した
支援につなげることが
できたか。[指標：職
員アンケート肯定的評
価 90%以上] 

①-２ 生徒主体の取組
を通して、青切符導入
を踏まえた交通安全意
識が定着しているか。
[指標：交通事故件数 
18 件以下 ／ 生徒ア
ンケート肯定的評価 
92%以上] 

②-1 １年生へのアンケ
ートを通して、部活動
加入時の取組が、定着
率の向上につながって
いるか。 

②-2 ３年生へのアンケ
ートを通して、顧問に
よる支援が、部活動へ
の主体的な関わり、満
足度の向上につながっ
ているか。 
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３ 
進路指
導・支
援 

①３年間を俯瞰した
指導プランを策定
し、確かな学力の
向上と生徒一人ひ
とりが主体的に自
分の可能性を広げ
高める意識を向上
させ、進路実現を
図る。 

②進路指導の職員研
修等を充実し、目
標を明確にした学
習・進路指導を推
進する。 

①Classi を日常的
な学習・進路支
援ツールとして
活用し、生徒が
活用目的を理解
した上で、自発
的に使用するこ
とで、学習意欲
を高める。ま
た、進路行事を
通し、見通しを
持って進路を考
えられるように
する。 

②ICT教育ツールや
進路情報発信サ
ービスを教員が
活用できるよう
にし、生徒一人
ひとりに応じた
具体性のある進
路指導を行う。 

①-1 Classroom から
Classi に常時アクセス
できる環境を整え、振
り返りや課題、試験結
果の記録に活用し、家
庭での学習習慣を確立
する。 

①-2 学年ごとに適切な
時期に進路ガイダンス
を実施する。また、進
路室の Classroom か
ら、進路室の更新情報
やカレンダー形式の進
路情報等を得られるよ
うにする。 

②ICT 教育ツールや進路
情報発信サービスに関
する教員向け研修を実
施し、指導への活用を
進める。生徒にも活用
させることで、具体性
のある進路指導につな
げる。 

①-1 生徒にとって進路 
実現のための学習の習
慣づけとして効果的で
あったか。[生徒アン
ケート肯定的評価
80％以上] 

①-2 進路ガイダンスや
進路室の Classroom
を通じた情報提供によ
り、進路や将来につい
て主体的に考えるよう
になったか。[生徒ア
ンケート肯定的評価
80％以上] 

②職員・生徒対象の研
修、説明会により、
ICT 教育ツールや進路
情報発信サービスを指
導や学習に活用できる
ようになったか。[職
員及び生徒アンケート
肯定的評価80％以上] 

     

４ 
地域等
との協
働 

①学校運営協議会を
活用し、全ての生
徒が関われる地域
活動を整備する。 
総合的な探究の
時間等の課題解
決学習に地域資
源を活用し、地
域との協働を推
進する。 

 

 

①「地域社会に貢
献する」という
視点を重視し、
地域連携実行委
員を中心とし
て、より多くの
生徒が主体的か
つ継続的に地域
と関われる取組
を充実させる。
あわせて、学校
公式インスタグ
ラムを活用し、
本校の教育活動
や地域連携の取
組を積極的に発
信することで、
地域に開かれた
学校としての魅
力を広くアピー
ルする。 

①地域連携実行委員を中
心に、地域行事や地域
貢献活動に生徒が主体
的に関わる機会を広
げ、地域社会とのつな
がりを深める。また、
地域資源を活用した取
組を学年やグループと
連携して計画的に進
め、探究活動の質的向
上を図る。さらに、学
校公式インスタグラム
やホームページにおい
て、学校行事、生徒の
活動、地域連携の取組
等を継続的に発信し、
地域住民や中学生・保
護者に対して本校の魅
力を効果的に伝える。 

①地域連携実行委員の活
動を通じて、生徒が主
体的に地域と関わる機
会を創出できたか。ま
た、地域資源を活用し
たプロジェクト型探究
活動において、学年と
連携しながら取組の質
と生徒の関与度を高め
られたか。さらに、学
校公式インスタグラム
を活用して、本校の教
育活動や地域連携の取
組を地域に効果的に発
信できたか。 

     

５ 

学校管
理 
学校運
営 

①職員・生徒主体の
環境美化活動、防
災計画を推進し、
安全安心な学校づ
くりを進める。 

②業務改善の推進や
学校内外の資源活
用を通し、事故不
祥事防止ととも
に、働き方改革を
推進する。 

 

 

 

 

①実技を含む防災
訓練の実施と生
徒が環境維持へ
の自己有用感を
得られる取組を
企画し、職員・
生徒ともに安全
安心な学校づく
りに参画する意
識の向上を図
る。 

②業務の効率化と
負担軽減を進
め、研修を工夫
して事故・不祥
事の未然防止を
図る。 

①「共助カード」の内容
を再検討する。災害発
生時を想定した実技訓
練を実施し、生徒に対
応を実践させる。環境
美化委員を中心に美化
活動を継続しつつ、生
徒の意見を取り入れた
環境美化点検をするこ
とで全校生徒の参画意
識を高める。 

② -1 衛生委員会等で業
務負担の意見を集約
し、改善につなげる。 

② -2 ヒヤリ・ハット事
例等を共有する機会を
設けるなど、不祥事防
止研修を工夫する。 

①防災訓練や環境美化活
動を通して、安全安心
な学校づくりをする一
員であることを認識で
きたか。［生徒アンケ
ート肯定的評価 90％
以上］ 

② -1 衛生委員会等にお
いて、定期的に業務負
担に関する意見や要望
が収集できているか。 

② -2 研修やヒヤリ・ハ
ット事例の共有を通し
て、不祥事防止を自分
事として捉え、相互の
声掛けが増えるなど、
意識向上が図られてい
るか。 

     

 


